
株式会社ジェイアール貨物・東北ロジスティクス

平成３１年　４月　１日から

令和２年　３月３１日まで

第　２６　期　計　算　書　類

貸　　借　　対　　照　　表

個　　別　　注　　記　　表



(単位:円)

科目 金額 科目 金額

【流動資産】 【 333,866,025 【流動負債】 【 208,347,178 】

現金 8,610,854 買掛金 10,384,211

普通預金 53,858,479 未払金 79,259,289

売掛金 18,865,408 未払費用 32,477,822

未収収益 186,274,581 前受金 752,282

未収金 36,203,766 未払消費税等 17,495,800

未収法人税等 9,883,100 預り金 5,952,444

貯蔵品 4,724,540

前払金 15,314,737 賞与引当金 55,942,554

立替金 130,560 ﾘｰｽ債務(短期） 6,082,776

【固定負債】 【 13,276,802 】

【固定資産】 【 55,830,827 】 退職給付引当金 7,526,516

役員退職慰労引当金 2,202,000

(有形固定資産計) ( 26,718,433 ） ﾘｰｽ債務(長期） 3,548,286

建物附属設備 2

機械装置 1,125,005

車両運搬具 20,042,265 負債の部合計 221,623,980

工具器具備品 5,551,161

(無形固定資産計) ( 45,000 ）

電話加入権 45,000 【株主資本 】 【 168,072,872 】

　【資本金】 【 30,000,000 】

(投資その他の資産計) ( 29,067,394 ）

敷　金 482,000 　【利益剰余金】 【 138,072,872 】

保証金 50,000

リサイクル預託金 135,190 （その他利益剰余金） （ 138,072,872 ）

繰延税金資産　 28,400,204 繰越利益剰余金 138,072,872

純資産の部合計 168,072,872

資産の部合計 389,696,852 負債・純資産の部合計 389,696,852

貸　借　対　照　表

　　　令和2年3月31日現在

資産の部 負債の部

純資産の部



Ⅰ　　重要な会計方針に係る事項に関する注記

　　１　資産の評価基準及び評価方法

　　　　　棚卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品　

　　　　　　商　品　

　　２　固定資産の減価償却の方法

　　　　　（1）有形固定資産（リース資産を除く）

　　　　　（2）リース資産

　　　　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　３　引当金の計上基準

　　　　（1）　賞与引当金

　　　　　　　　従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当期負担分を計上しております。

　　　　（2）　退職給付引当金

　　　　　　　　従業員の退職給付に備えるため、退職金規程に基づく当期末自己都合退職要支給額か

　　　　　　ら中小企業退職金共済からの支給相当額を控除し、新会計基準（簡便法）による繰入必要額

　　　　　　を計上しております。

　　　　（3）　役員退職慰労引当金　　

　　　　　　　　役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく当期末要支給額を計上しており

　　　　　　　ます。

　　４　繰延税金資産及び繰延税金負債等の表示方法

　　　　　　　　企業会計基準第28号「税効果会計に係る会計基準」の一部改正（平成30年2月16日公表）

　　　　　　　を適用し、繰延税金資産・繰延税金負債は固定区分のみとしております。

　　５　消費税等の会計処理

　　　　　　　　消費税等の会計処理は、税抜き方式によっております。

Ⅱ　　株主資本等変動計算書に関する注記

　　　　当期末における発行株式の数は、普通株式　６００株であります。

Ⅲ　　当期純損益について

　　　　当期純損失は▲4,286,692円であります。

個　別　注　記　表

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ
り算定）によっております。

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算
定）によっております。

　平成28年4月1日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法、その他は
定率法によっております。

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（リース契約に残価保証の取決めがある場合は、
当該残価保証額）とする定額法によっております。


